
                                    

                                    

        

                            

                                    

 
 

      

読
書
は
心
の
糧 

宇都宮市立陽西中学校長 

（前 宇都宮市立国本西小学校長） 

柏﨑 純一 

第１９５号 

平成 26年 4月 1日 

宇都宮市立 

中央図書館 

東図書館 

南図書館 

上河内図書館 

河内図書館 

第
195
号
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
創
刊
号
）
の
主
な
記
事 

１
面 

写
真
：
う
つ
の
み
や
こ
ど
も
賞
、
読
書
生
活 

２
面 

第
30
回
う
つ
の
み
や
こ
ど
も
賞
決
定
、
予
約
ベ
ス
ト
10 

３
面 

平
成
25
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
結
果
、
調
べ
方
の
ツ
ボ 

４
面 

と
し
ょ
か
ん
め
ぐ
り
：
第
１
回
作
新
学
院
大
学
・
作
新 

学
院
大
学
女
子
短
期
大
学
部
図
書
館 

↑３月２日にうつのみやこども賞選定会議が行われました。

活発な議論がかわされる中、今年度の１冊はどの作品に？！ 

（詳細は２面） 

「
読
書
は
心
の
糧
」
こ
の
言
葉
は
、
中
学
生

の
頃
、
当
時
の
国
語
担
当
の
先
生
か
ら
読
書
ノ

ー
ト
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
そ
の

頃
の
私
は
一
日
中
剣
道
に
夢
中
で
、
読
書
に
対

す
る
興
味
が
尐
し
薄
れ
て
い
た
時
期
で
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
偶
然
出
会
っ
た
の
が
、
夏
目
漱

石
の
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
で
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
の
お
も
し
ろ
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
胸
の
す
く

よ
う
な
テ
ン
ポ
の
あ
る
文
体
や
小
気
味
よ
い
表

現
に
一
気
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。
先
だ
っ
て
四
国
松
山
に
出
張
が
あ
り
、

道
後
温
泉
を
目
の
当
た
り
に
し
、
路
面
を
走
る

愛
ら
し
い
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
列
車
に
心
を
躍
ら

せ
ま
し
た
。 

国
本
西
小
学
校
は
、
平
成
25
年
４
月
に
、「
子

ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」
と
し
て
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
小

学
校
に
勤
務
し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て
る

場
と
し
て
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
積
極
的

に
対
応
し
課
題
解
決
す
る
力
を
育
て
る
場
と
し

て
、
学
校
図
書
館
を
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
改
め
て
「
読

書
は
心
の
糧
」
と
い
う
言
葉
の
重
み
を
し
み
じ

み
と
噛
み
し
め
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 



                                    

                                    

                                    

       

                             

順位 タイトル 著者名 出版社 

１ 祈りの幕が下りる時 東野圭吾 講談社 

２ 海賊とよばれた男 上 百田尚樹 講談社 

３ ペテロの葬列 宮部みゆき 集英社 

４ 海賊とよばれた男 下 百田尚樹 講談社 

５ ホテルローヤル 桜木紫乃 集英社 

６ 色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年 村上春樹 文藝春秋 

７ ロスジェネの逆襲 池井戸潤 ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ社 

８ 永遠の０ 百田尚樹 太田出版 

９ 疾風ロンド 東野圭吾 実業之日本社 

１０ 夢幻花 東野圭吾 ＰＨＰ研究所 

う
つ
の
み
や
こ
ど
も
賞
決
定
！ 

第30回 

う
つ
の
み
や
こ
ど
も
賞
決
定
！ 

平成 26年3月 19日現在 

平
成
26
年
３
月
２
日
（
日
）、
第
30
回
う
つ

の
み
や
こ
ど
も
賞
最
後
の
選
定
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
22
名
の
選
定
委
員
が
集
ま

り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
３
月
の
「
月
の
本
」
を
決
め
る
話
し

合
い
が
行
わ
れ
、
次
に
う
つ
の
み
や
こ
ど
も
賞

を
決
め
る
会
議
へ
と
進
み
ま
し
た
。 

会
議
で
は
上
半
期
か
ら
１
冊
、
下
半
期
か
ら

２
冊
を
選
び
、
そ
こ
か
ら
平
成
25
年
度
の
１
冊

を
決
め
ま
す
。
選
定
委
員
の
子
ど
も
た
ち
は
積

極
的
に
手
を
挙
げ
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の
本

の
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
す
。
そ
の
表
情
は
真
剣
そ

の
も
の
で
す
。 

接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
う
つ

の
み
や
こ
ど
も
賞
は
、
伊
藤
遊
さ
ん
の
『
狛
犬

の
佐
助 

迷
子
の
巻
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
選

定
委
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

受
賞
記
念
講
演
会 

著
者
の
伊
藤
遊
氏
を
お
招
き
し
て
、
受
賞

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

◆
日
時 

５
月
18
日
（
日
） 

午
後
１
時
30
分
～ 

◆
会
場 

中
央
図
書
館
３
階
集
会
室 

◆
定
員 

60
名 

◆
申
込 

４
月
28
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分

よ
り
直
接
ま
た
は
電
話
で
中
央
図
書
館 

℡
（
636
）
０
２
３
１
ま
で 

選
定
委
員
募
集 

平
成
26
年
度
（
第
31
回
）
の
う
つ
の
み
や

こ
ど
も
賞
選
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

◆
活
動
内
容 

毎
月
４
冊
の
本
を
読
み
、
そ
の
中
で
一
番

友
達
に
す
す
め
た
い
と
思
っ
た
作
品
を
選

び
、
う
つ
の
み
や
こ
ど
も
賞
を
決
定
し
ま
す
。 

◆
対
象 

 

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
。
中
央
図
書
館

で
毎
月
第
１
日
曜
日
の
午
前
中
に
行
う
選
定

会
議
に
年
間
を
通
じ
て
参
加
で
き
る
人
。 

◆
申
込 

 

４
月
２
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
よ
り
直

接
ま
た
は
電
話
で
中
央
図
書
館
℡
（
636
）
０

２
３
１
ま
で 

真剣なまなざしで本を選ぶ姿は大人顔負け 

第３０回うつのみやこども賞受賞作 

『狛犬の佐助 迷子の巻』 

伊藤遊／著 岡本順／絵 ポプラ社 ２０１３年 

 

う
つ
の
み
や
こ
ど
も
賞
と
は
… 

小
学
校
５
・
６
年
の
選
定
委
員
の
子
ど
も
た

ち
が
１
年
か
け
て
日
本
の
児
童
文
学
を
読
み
、

そ
の
中
か
ら
友
達
に
最
も
す
す
め
た
い
と
思
っ

た
本
に
贈
る
賞
で
す
。 

熱気あふれる会場内 

明野神社にいる狛犬は見張り

をしながらおしゃべりする毎日。

２匹（親方と佐助）のおしゃべり

は６歳以下の子どもにしか聞こ

えない。 

ふとしたことから２匹は迷子

の子犬さがしに巻き込まれ…。 



     

     

                               

                                    

                                    

区分 中央図書館 南図書館 東図書館 
上河内図書館 

河内図書館 
合計 

実施日 
7月 7日（日） 

8日（月） 

9月 29日

（日） 

11月8日（金） 

  9日（土） 

2月 7日（金） 

   8日（土） 
― 

購入者数 410人 208人 242人 158人 1,018人 

販売冊数 2,532冊 1,813冊 720冊 1,132冊 6,197冊 

販売額 236,800円 148,100円 98,450円 87,100円 570,450円 

1 人当たり購入冊数 6.2冊 8.7冊 2.9冊 7.2冊 6.1冊 

1人当たり購入額 577.6円 712.0円 406.8円 551.3円 560.4円 

開催場所 開催予定日 

中央図書館 9月 7日、8日 

東図書館 12月 12日、13日 

南図書館 11月 16日 

上河内・河内図書館 2月 6日、7日 

 

 

 

 

 

実際に図書館で質問を受けた 

事例を紹介するコーナーです。 

フ
ァ
イ
ル
１
： 

                   

平成 25年度 

リ
サ
イ
ク
ル
市
の
結
果 

 

リ
サ
イ
ク
ル
市
は
、
図
書
館
で
不
要
に
な

っ
た
図
書
や
雑
誌
、
寄
贈
さ
れ
た
図
書
を
有

償
で
市
民
の
皆
様
に
提
供
す
る
事
業
で
す
。

各
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
結
果
は
上
記
の
と

お
り
で
す
。 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
収
益
は
資
料
購
入
費
に
充

当
し
て
お
り
ま
す
。 

 

リ
サ
イ
ク
ル
市
で
特
に
人
気
の
あ
っ
た
も

の
は
、 

●
大
型
本 

 

●
実
用
書
（
手
芸
や
料
理
、
園
芸
等
） 

●
文
庫
本 

な
ど
で
す
。 

 

平
成
26
年
度
も
各
図
書
館
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
事
前
に
「
広
報
う
つ
の
み
や
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

平成２６年度 

リサイクル市の予定 

調
べ
方 

 

宇
都
宮
市
の
人
物
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
で
『
栃
木
県
大
百
科
事
典
』（
昭
和
55
年 

下
野
新
聞
社
刊
）
や
『
栃
木
県
歴
史
人
物

事
典
』（
平
成
７
年 

下
野
新
聞
社
刊
）
で

調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
概
要
の
み
で
剣
客

と
し
て
の
記
載
は
な
か
っ
た
。
参
考
文
献

に
『
宇
都
宮
市
史 

近
世
通
史
編
』（
昭
和

57
年 

宇
都
宮
市
刊
）
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
の
で
同
書
の
「
幕
末
宇
都
宮
藩
の
活
動
」

の
章
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
主
と
し
て
、

宇
都
宮
藩
家
老
と
し
て
山
陵
修
理
に
関
わ

っ
た
等
の
記
載
が
あ
っ
た
。 

 

剣
客
と
し
て
の
記
述
は
『
勤
皇
烈
士
縣

六
石
の
研
究
』
の
Ｐ
22
～
23
に
剣
道
修
練

の
頃
の
記
録
が
、『
う
つ
の
み
や
重
宝
記 

第
10
号
』
の
Ｐ
４
に
も
剣
客
と
し
て
の
記

載
が
あ
っ
た
。 

回
答 県

六
石
（
県
勇
記
）
は
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
、
弘
化
３
年
６
月
に
千
葉

周
作
の
門
下
生
と
な
る
。
８
月
に
は
他
流
試
合
を
す
る
ほ
ど
の
腕
前
に
な
り
、
嘉
永

４
年
ま
で
武
術
に
励
ん
だ
。
ま
た
弘
化
４
年
に
は
駿
河
、
甲
斐
か
ら
信
濃
の
諸
国
を

転
々
と
し
て
禅
門
を
た
た
き
、
剣
術
教
師
を
し
な
が
ら
見
聞
を
広
め
る
旅
を
し
た
。 

【
参
考
文
献
】『
勤
皇
烈
士
縣
六
石
の
研
究
』
小
林
友
雄
著
（
昭
和
18
年
興
亞
書
院
） 

『
う
つ
の
み
や
重
宝
記
』
う
つ
の
み
や
重
宝
記
委
員
会
編
（
昭
和
63
年
随
想
舎
） 

幕
末
に
活
躍
し
た
と
い
う
、
宇
都
宮
出
身
の
県
六
石

（
あ
が
た 

り
く
せ
き
）
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
知
り

た
い
。 

特
に
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
剣
客
と
し
て
の
行
動

な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
。 

中
央
図
書
館
作
成 



                                    

                                    

 
 

                                   

   

 

と
し
ょ
か
ん
め
ぐ
り
と
は
… 

市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
で
き
る
宇
都
宮
市

内
の
図
書
館
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
取
材
・
紹

介
す
る
連
載
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

第
１
回
は
作
新
学
院
大
学
・
作
新
学
院
大
学
女

子
短
期
大
学
部
図
書
館
を
取
材
し
ま
し
た
。
今

回
、
お
話
を
お
伺
い
し
た
の
は
、
図
書
課
長
の
野

中
さ
ん
と
係
長
の
平
野
さ
ん
の
お
二
人
で
す
。 

森
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
隈
研
吾
氏
が
設
計
・
デ
ザ

イ
ン
を
手
が
け
た
と
い
う
こ
ち
ら
の
図
書
館
。
短

大
の
図
書
館
と
合
併
し
た
平
成
12
年
に
新
し
く

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
白
と
緑
を
基
調
と
し
た
館

内
は
広
々
と
清
潔
な
印
象
で
思
わ
ず
深
呼
吸
し

た
く
な
り
ま
す
。
書
架
の
配
置
に
ゆ
と
り
が
あ

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。 

■
蔵
書
の
特
徴 

大
学
は
経
営
学
部
・
人
間
文
化
部
、
短
大
に

は
幼
児
教
育
科
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
連
す
る
資

料
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
理
学
・
経

営
学
・
教
育
関
係
の
資
料
が
約
10
万
冊
、
文
学

関
係
の
資
料
が
約
４
万
冊
あ
り
、
特
に
心
理
学

関
係
の
資
料
に
関
し
て
は
県
内
一
の
所
蔵
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
充
実
し
た
専
門
書
の
利
用
を
目
的

に
、
年
間
100
名
ほ
ど
の
一
般
の
利
用
登
録
者
が

い
ま
す
。 

図書館外観 

３階から図書館を見下ろす 

■
利
用
す
る
に
は
… 

一
般
の
方
の
利
用
方
法
で
す
が
、
来
館
時
に

カ
ウ
ン
タ
ー
で
所
定
の
用
紙
に
記
入
す
れ
ば
資

料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
料
（
本

に
限
り
５
冊
２
週
間
）
を
借
り
る
場
合
は
別
途
、

利
用
者
登
録
を
し
ま
す
。
そ
の
際
は
身
分
証
明

書
が
必
要
で
す
。 

 

「
開
放
的
な
環
境
で
、
資
料
の
相
談
に
も
丁

寧
に
応
じ
ま
す
。
閲
覧
席
も
自
由
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ

い
。」
と
の
お
話
で
し
た
。
建
物
だ
け
で
な
く
蔵

書
も
人
も
魅
力
的
、
訪
れ
る
価
値
が
あ
る
図
書

館
で
す
。 

ＤＡＴＡ 

作新学院大学 

作新学院大学女子短期大学部図書館 

■所在地 〒321-3295 

宇都宮市竹下町９０８ 

■連絡先 028-670-3651 

■休館日 日・祝日 

■開館時間 

9:00～18:00（月～金） 

9:00～13:30（土） 

■ホームページ 

http://www.sakushin-u.ac. 

jp/library/ 

平成２６年度リサイクル市開催予定 

館報としょかん 第１９５号 編集発行 

 

ホームページ  http://www.lib-utsunomiya.jp/  

 

中央図書館  明保野町７番５７号 〒320－0845 ℡028－636－0231 

東図書館  中今泉３丁目５番１号 〒321－0968 ℡028－638－5614 

南図書館  雀宮町５６番地１   〒321－0121 ℡028－653－7609 

上河内図書館  中里町１８２番地１ 〒321－0414 ℡028－674－1123 

河内図書館  中岡本町３３９７番地 〒329－1105 ℡028－673－6782 

 

お話を伺った野中課長 

◆
編
集
後
記 

 

紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
に
あ

た
っ
て
題
字
を
栃
木
県
独
立
書
人
団

代
表
の
櫻
井
敬
朔
先
生
に
お
願
い
し

ま
し
た
。「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
は
毎
月

１
回
、
別
刷
で
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
「
館
報
と
し
ょ
か
ん
」

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
中
央
） 


